
近年、災害が頻発化・激甚化する中、避難⽣活の⻑期化によ
る災害関連死の増加が懸念されており、災害関連死を防ぐに
は、地域の多様な⼈々が連携し、互いに⽀え合うことが不可
⽋です。本研修では、災害時の避難⽣活の環境向上に貢献で
きる地域の⼈材「避難⽣活⽀援リーダー／サポーター」とし
てご活躍いただくことを⽬指し、演習・グループワークを中
⼼に避難⽣活の環境改善のための実践的な知識・ノウハウを
学びます。

この研修は、内閣府「避難⽣活⽀援・防災⼈材育成エコシステム」の
構築に向けたモデル研修として実施するものです。

1⽇⽬︓令和8年2⽉21⽇ (⼟)10:00〜16:00
2⽇⽬︓令和8年2⽉22⽇ (⽇)10:00〜16:00
※2⽇間の参加が基本となります
六郷地区公⺠館（六郷町⺠会館）
〒409-3244 ⼭梨県⻄⼋代郡市川三郷町岩間485
※駐⾞場あり

研修テキスト、筆記⽤具、昼⾷、飲み物

⽇ 時

会 場

持ち物

研修（避難所運営演習）

プログラム 

▲研修の詳細内
容については、
研修紹介動画を
御覧ください

・多様な被災者の⼼情や状況の理解
・避難⽣活の課題と⽣活環境の整備1 ⽇⽬
・対⼈コミュニケーション
・避難所運営の担い⼿との連携・協働2⽇⽬

詳細は裏⾯へ

主催︓内閣府 共催︓⼭梨県、市川三郷町、早川町、⾝延町、南部町、富⼠川町
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• お申込は、右の申込⽤QRコードまたは下記URLのウェブフォームから受
付いたします。なお、申込⽤QRコードおよびウェブフォームのご利⽤が
難しい場合は、峡南地域県⺠センター宛にご連絡ください。

• 応募者多数の場合(定員50名)抽選を⾏い、令和8年1⽉19⽇までに参加可
否をお申込時に登録したメールアドレスまたは電話番号にご連絡します。
URL https://business.form-mailer.jp/fms/04281dfb312452

お申込⽅法・窓⼝
申込⽤

QRコード
※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です

内閣府業務受託事業者 避難⽣活⽀援リーダー／サポーター研修事務局
株式会社ダイナックス都市環境研究所（担当︓有賀、⼩池、佐久間）
TEL︓03-5402-5355 MAIL: leader-supporter@dynax-eco.com

研修に関する
お問い合わせ先

研修講師

研修当⽇までに事前学習が必要です。

お申込後、研修テキストとオンデマンド動画の情報をお送りします。

研修テキスト オンデマンド動画
研修テキストの中でも、特に重要なポイントを解
説した動画を、研修前にご視聴いただきます。

（約 2時間）

避難⽣活⽀援に必要な基礎知識や、過去の災害に
おける課題と対応事例などをまとめたテキスト
をお送りします。事前にご⼀読ください。

浅野 幸⼦ ⽒

東京都葛飾区出⾝。2022年7⽉に特定⾮営利活動法⼈Hand Over 
Japan設⽴。緊急⽀援事業、在宅⽣活⽀援事業を柱とし、令和6年能
登半島地震では避難⽣活の⽀援として、避難所・仮設住宅への⽀援や
出張⼦ども⾷堂を企画。⽇本DMAT登録隊員。JMAT隊員として、コロナ
禍ではダイヤモンド・プリンセス号に乗船し活動。現在は、被災地⽀援や防
災教育、防災訓練の企画や運営、講演・研修講師等を⾏っている。地元
では、⼦ども⾷堂やフードパントリーを運営。

佐藤 純 ⽒

看護師として救命救急センター・⼿術室における急性期医療に従事し、災害
時にはDMAT・災害⽀援ナースとして⾃然災害・⼈為災害の現場でも活動。
急性期のみならず中⻑期にわたる看護・⽣活⽀援、平時から地域での連携
検討や災害教育にも携わっている。⽇本⾚⼗字看護⼤学⼤学院では災害
看護学を専攻し、避難⽣活における健康⽀援や多職種・住⺠との協働を研
究。また防災⼠等の視点も活かし、現場と学びの両⾯から、被災者の⼼⾝
の健やかさと暮らしを⽀える⽀援を⽬指している。

加藤 鮎美 ⽒

申込締切︓12/19(⾦)

【お申込みに関するお問い合わせ窓⼝】
⼭梨県峡南地域県⺠センター 総務県⺠課
〒400-0692 ⼭梨県南巨摩郡富⼠川町鰍沢７７１­２
電 話 ︓0556-22-8165
メール ︓kn-kenminc@pref.yamanashi.lg.jp

熊本YMCA、⽇本YMCA同盟での現場を経て、国際協⼒・交流・語学教
育、野外活動、障がい児⽀援、専⾨学校教育などを担当し、現在は⼤阪
YMCAに所属。2012年からは⽇本YMCA同盟協⼒部⾨国際担当として
海外被災地での⽀援活動の他、東⽇本⼤震災⽀援活動でのコーディ
ネート活動や、熊本地震では、熊本YMCAが運営する益城総合体育館
が避難所となり避難者への⽀援を⾏った。令和6年能登半島地震では、
⾦沢市に開設された1.5次避難所の運営アドバイザーを務める。

⼭根 ⼀毅 ⽒

⼤阪YMCA
学校事業部 部⻑・理事

Hand Over Japan
代表理事

看護師
（東海⼤学医学部付属病院）


